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平成 24 年 3 月期通期業績予想との差異に関するお知らせ 

 
平成 24 年 2 月 3 日に公表いたしました平成 24 年 3 月期通期（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31
日）の連結及び個別業績予想と、本日公表いたしました平成 24 年 3 月期業績に差異が生じましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 
記 

１．平成 24 年 3 月期の業績予想数値の修正（平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日） 

【連結業績予想】 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益(円)

前回発表予想(A) 23,138 △92 △101 △151 △8.28 
今回実績(B) 22,578 △606 △530 △799 △43.82 
増減額(B－A) △559 △514 △429 △648  
増減率(％) △2.4% － － －  

（ご参考）前年実績 
（平成 23 年 3 月期） 

24,575 465 283 △244 △13.38 

 
【個別業績予想】 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益(円)

前回発表予想(A) 22,386 △236 △245 △228 △12.50 
今回実績(B) 21,881 △824 △740 △919 △50.45 
増減額(B－A) △504 △588 △495 △691  
増減率(％) △2.3% － － －  

（ご参考）前年実績 
（平成 23 年 3 月期） 

23,680 194 17 △406 △22.27 

 
２．主な差異の理由 

(1) 収益動向（連結） 
現金ベース（前受金調整前）売上高は、公務員（国家一般職・地方上級）・中小企業診断士・

社会保険労務士等が堅調に推移したものの、公認会計士・簿記検定・税理士等の会計系講座のほ

か、司法書士等の他講座も減収となりました。また、FP・ビジネススクール・情報処理等の法人

研修中心の講座も伸び悩みました。早稲田経営出版は底堅く推移しましたが、TAC 出版は大きく

減少しました。全体としては、前年 3 月の売上を下回るほどの急激な売上減少のために、予想と

の差異が拡大し、売上高は 559 百万円の未達となりました。 
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(2) 費用動向（連結） 

売上原価については、返品廃棄損失引当金繰入額、棚卸資産簿価切下額及び返品調整引当金繰

入額が予想よりもかさみましたが、講座運営コストの圧縮により 253 百万円減少しました。一方

で、販売費及び一般管理費については、費用削減の見込み違い及び未稼働の教室賃借料の増加等

により 208 百万円超過しました。これらの結果、営業利益は計画よりも 514 百万円減少しました。 
 

(3) 営業外損益・特別損失（連結） 
営業外損益は、期末にかけて欧州債務問題への懸念が薄れ円安傾向だったため、投資有価証券

運用益が 70 百万円発生しました。一方、来期（平成 25 年 3 月期）に向けて、より一層の賃借料

削減のために賃借ビルの一部解約を決定した物件について減損損失を計上しており、特別損失が

207 百万円にのぼりました。 
以上より、151 百万円見込んでいた当期純損失は、799 百万円を計上することとなりました。 

 
なお、業績全体の動向等につきましては、平成 24 年 5 月 15 日に公表しております「平成 24

年 3 月期決算短信」をご参照ください。 
 
 

以   上 


